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男女共同参画社会の実現をめざして
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第
６
回
き
さ
ら
づ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

z
・
x
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
事
前
に
入
場
券
を
求
め
て
く
だ
さ

い
。配

付
期
間
内
で
も
、
予
定
配
付
枚
数
と
な
っ
た
時
点
で
配
付
を

終
了
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

z
窓
口
配
付

次
の
方
法
で
、
１
月
12
日
か
ら
窓
口
配
付
を
し
ま
す
。

q
各
公
民
館
で
、
２
月
８
日
（
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
。

w
市
役
所
４
階
女
性
・
国
際
施
策
班
で
、
２
月
10
日
（
土
・
日
曜

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）
ま
で
。

e
企
画
実
行
委
員
が
随
時
配
付
。

x
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

「
き
さ
ら
づ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
希
望
」
と
記
入
し
、
入
場
希
望
者

（
１
枚
２
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
育
の
有
無
を
明

記
の
う
え
、
２
月
９
日
（
必
着
）
ま
で
に
事
務
局
へ
。
折
り
返
し
、

入
場
券
を
送
り
ま
す
。

※
空
席
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
入
場
も
可
能
で
す
。

保
育
を
希
望
す
る
人
に
、
幼
児
（
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）
の
保

育
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保
育
実
費
３
０
０

円
（
お
や
つ
代
な
ど
）が
か
か
り
ま
す
。
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）。

事
務
局

潮
見
１
―
１
市
役
所
女
性
・
国
際
施
策
班
内
企
画
実
行

委
員
会
４
７
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
４
３
５
７
。

民
有
志
に
よ
る
企
画
実
行
委
員

会
と
市
の
共
催
で
「
き
さ
ら
づ

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
証
城

寺
の
狸
ば
や
し
の
作
詞
で
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
野
口
雨
情
の

直
孫
の
野
口
不
二
子
さ
ん
を
迎

え
童
謡
を
ま
じ
え
な
が
ら
雨
情

の
世
界
を
伝
え
ま
す
。
第
１
部

で
は
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を

お
招
き
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
の

声
も
多
数
と
ど
く
よ
う
な
熱
い

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

企
画
し
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、

大
阪
女
子
大
学
・
女
性
学
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
の
船
橋
邦
子
さ

ん
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
声
を
踏
ま
え
た
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

今
年
で
第
６
回
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
も
、
女ひ

と

と
男ひ

と

、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

女ひ
と

と
男ひ

と

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
支
え
あ
い
、
豊
か
な
個
性
を

発
揮
し
、
と
も
に
社
会
を
形
成

す
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
今
年
も
市

講演の講師紹介
パネルディスカッションコーディネーター

パネリスト

s大阪女子大学・女性学研究センター教授

船橋
ふ な ば し

邦
く に

子
こ

兵庫県生まれ。お茶の水女子大学文教育学部卒業。
東京大学大学院中退。20年近く、ＮＧＯ活動に携わる。
アジア女性会議ネットワーク、コーディネーター。Ｊ
ＶＣ（国際ボランティアセンター）執行委員。津田塾
大学、早稲田大学で女性学の非常勤講師を歴任。
1994年12月から97年3月まで、佐賀県立女性センタ
ー・生涯学習センター「アバンセ」の初代館長を務め
る。主な著書に「ジェンダーがやって来た」がある。

s野口雨情直孫、雨情会常任理事

野
の

口
ぐち

不二子
ふ じ こ

野口雨情の直孫として北茨城市に生まれ生家を継
ぐ。エッセイや全国各地での講演を通じ、雨情の人
生観や詩の背景を語る雨情研究家。また、茨城県
「女性のつばさ」に団長として、世界女性会議北京
大会に「アジアの風」副団長として参加し女性問題
に取り組んでいる。

s暁星国際学園フランス語教諭

アンドリュー　ティエリー
1955年パリ生まれ。フランスで16年間、高校の

体育の教師をしたのち、1993年夏来日。現在は、
木更津市に住み、暁星国際学園でフランス語と体育
を教えている。趣味は、語学の勉強・旅行・料理・
スポーツ。

s清和女子短期大学教授

坂上
さ か が み

佑
ゆ う

子
こ

木更津市女性施策推進委員会委員長。専門は精
神衛生、臨床心理学。女性の心の問題や家族・親
子をジェンダーの視点から問いなおそうとしてい
る。1996年、米国ハーヴァード大学ライシャワ
ー研究所客員研究員。主な著書に「ゆっくり大人
になればよい」がある。

sジャーナリスト、メンズリブ東京代表

豊
とよ

田
だ

正
まさ

義
よし

1966年東京生まれ。早稲田大学卒業後、ニュー
ヨークへ渡り、日系誌の記者を経てフリージャーナ
リストに。帰国後「メンズリブ東京」を旗揚げ、従
来の「男らしさ」に疑問を投げかける。主な著書に
『オトコが「男らしさ」を棄てるとき』がある。

● 企｜画｜実｜行｜委｜員 ● 入
　
場
　
方
　
法

一
　
時
　
保
　
育

日　時 2月14日（土）午後1時（午後12時15分開場）。
会　場 木更津市民会館大ホール。
内　容 オープニング「野口雨情　心の詩

うた

」野口不二子。
第1部 パネルディスカッション
第2部 講演

講師：大阪女子大学　女性学研究センター教授 船橋邦子。
主　催 第6回きさらづ女性フォーラム企画実行委員会＆木更津市。

委

員

長

山
野
井
宏
子
（
文
　
　
京
）

副
委
員
長

安
部
　
智
恵
（
桜
井
新
町
）

〃

小
幡
　
み
つ
（
太
　
　
田
）

委
　
員

浅
野
　
和
子
（
新
　
　
田
）

（
50
音
順
）

五
十
嵐
智
恵
子
（
高
　
柳
）

伊
藤
　
治
枝
（
矢
　
　
那
）

岩
沢
　
祥
子
（
上
烏
田
）

斉
藤
美
恵
子
（
新
　
　
田
）

重
田
　
和
子
（
太
　
　
田
）

鈴
木
　
豊
子
（
真
里
谷
）

須
田
つ
や
子
（
清
見
台
）

須
藤
　
敏
子
（
清
見
台
）

曽
根
美
代
子
（
岩
　
　
根
）

高
浦
　
和
子
（
牛
　
　
込
）

高
浦
　
洋
子
（
牛
　
　
込
）

高
崎
登
美
恵
（
中
　
　
央
）

中
妻
　
久
夫
（
畑
沢
南
）

原
　
　
和
栄
（
中
　
　
尾
）

安
川
恵
美
子
（
富
士
見
）

渡
辺
　
和
子
（
永
井
作
）
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※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、女性・国際施策班へ。

デュエット

働
く
女
性
が
増
え
て
き
た

こ
と
に
比
例
し
て
、「
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

の
問
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
女
性
の
み
が
不
快
を

感
じ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
被
害
者

の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。職

場
に
お
け
る
性
に
関
す

る
不
快
な
経
験
に
つ
い
て
調

査
し
た
結
果
を
み
る
と
、
過

去
２
年
間
に
性
に
関
し
不
快

な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る

女
性
は
25．
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
25．
７
％
の
不
快
な

経
験
の
内
容
を
み
る
と
、「
性

的
な
冗
談
、
か
ら
か
い
や
質

問
を
さ
れ
た
」
お
よ
び
「
身

体
に
触
れ
ら
れ
た
」
が
多
く
、

ほ
ぼ
４
人
に
３
人
が
こ
れ
ら

を
経
験
し
て
い
ま
す
。
次
い

で
、「
仕
事
に
関
係
な
い
食
事

な
ど
を
執
拗
に
誘
わ
れ
た
」、

「
ヌ
ー
ド
写
真
な
ど
を
見
せ

ら
れ
た
り
、
不
愉
快
な
視
線

を
送
ら
れ
た
」
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
性
的
い
や
が
ら

せ
は
、
最
近
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い

間
、
潜
在
的
に
あ
っ
た
問
題

で
、
被
害
に
あ
っ
た
女
性
が

声
を
出
せ
ず
に
、
ひ
と
り
で

苦
し
み
、
悩
ん
で
き
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
、
女
性
に
対
す
る
蔑

視
や
侮
辱
的
感
情
が
基
本
に

な
っ
て
お
り
、
女
性
を
対

等
・
平
等
な
職
場
の
同
僚
と

み
な
い
考
え
が
背
景
に
あ
る

の
で
す
。

性
的
な
い
や
が
ら
せ
を
少

な
く
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
は
、
働
く
女
性
の
多
く
が
、

「
女
性
自
身
が
き
然
と
対
応

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
「
働
く
男
性
の
意
識
教

育
を
行
う
」
こ
と
の
必
要
性

も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
人
は
何
気
な
い
つ
も
り

で
も
、
相
手
は
す
ご
く
つ
ら

か
っ
た
り
す
る
の
が
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。

職
場
で
容
姿
・
年
齢
・
結
婚
・

妊
娠
を
話
題
に
し
た
り
、
仕

事
を
頼
む
と
き
に
肩
や
腰
に

触
れ
た
り
、
何
か
と
い
う
と

酒
の
席
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
な

ど
、
男
女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
方
法
が
、
必

ず
し
も
女
性
に
と
っ
て
適
切

で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
行
為
が
相
手
に
ど
う

思
わ
れ
て
い
る
か
、
一
度
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。
女
性
も
、

「
恥
ず
か
し
い
」
と
か
「
ど
う

せ
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い
か

ら
」
と
黙
っ
て
い
な
い
で
声

を
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

声
を
出
し
て
！

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

デ
ュ
エ
ッ
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク

男女共同参画社会の実現をめざして

【用語解説】
セクシュアル・ハラスメント
雇用の場では、相手方の意に反した性

的な性質の言動を行い、それに対する対
応によって仕事の上での不利益を与えた
り、またはそれを繰り返すことによって
就業環境を著しく悪化させること。
「対価型」と「環境型」に分類され、

「対価型セクシュアル・ハラスメント」
とは、権限をもつ上司からの性的な要求
を女性が拒否したため、解雇や昇進差別
などの職業上の不利益が生じた場合。ま
た、「環境型セクシュアル・ハラスメン
ト」とは、性的なうわさの流布、目に付
くところにヌード・ポスターを貼るなど
により、就業環境を著しく不快なものに
し、その女性の職業能力の発揮に深刻な
悪影響を及ぼす場合をいう。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
昭
和
61
年
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

週
40
時
間
労
働
制
の
実
施
に
よ
り
、
年
間
実
労
働
時
間
も
着
実
に
減
少
す
る
と
と
も
に
育
児
休
業
や

介
護
休
業
制
度
の
法
制
化
に
よ
り
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
可
能
に
す
る
た
め
の
条
件
整
備

も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
女
子
学
生
の
就
職
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
雇
用
の
分
野
で
は
女
性
が
男

性
と
均
等
な
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
事
例
が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
ま
す
。
働
く
女
性
が
性
に
よ
る
差
別

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

女
性
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
少
子
・
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
の
な
か
で
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
の
改
正
が
平
成
９
年
６
月
に
可
決
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
】

▼
募
集
・
採
用
・
配
置
・
昇
進
に
つ
い
て
女
性
に
対
す
る
差
別
を
禁
止
。

▼
企
業
名
の
公
表
制
度
の
創
設
や
調
停
の
一
方
申
請
を
認
め
る
な
ど
法
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
を
強
化
。

▼
男
女
労
働
者
間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る
差
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り
組
み（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
）の
促
進
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
の
配
慮
義
務
の
新
設
。

▼
母
性
健
康
管
理
の
た
め
、
妊
娠
中
や
出
産
後
の
保
健
指
導
ま
た
は
健
康
診
査
に
必
要
な
時
間
の
確
保

な
ど
の
義
務
づ
け
。

【
労
働
基
準
法
の
改
正
】

▼
女
性
労
働
者
の
時
間
外
・
休
日
労
働
・
深
夜
業
の
規
制
を
解
消
。

▼
多
胎
妊
娠
の
場
合
の
産
前
休
業
期
間
を
10
週
間
か
ら
14
週
間
に
延
長
。

【
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
】

▼
育
児
や
家
族
の
介
護
を
行
う
男
女
労
働
者
に
深
夜
業
の
制
限
の
権
利
を
創
設
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、「
母
性
健
康
管
理
と
多
胎
妊
娠
の
場
合
の
産
前
休
業
期
間
」が
平
成
10
年
４
月
１

日
か
ら
、
そ
の
他
は
平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
第
２
回
目
と

な
る
、
こ
の
交
流
集
会
は
、
市
内

で
活
動
す
る
女
性
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
・
女
性
問
題
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
を
対
象
に
、

団
体
相
互
の
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、
団
体
活

動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
に
参
加
さ
れ
た
団
体

に
は
す
で
に
案
内
を
し
ま
し
た

が
、
新
し
い
仲
間
の
参
加
を
、
ぜ

ひ
と
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
団
体
は
、
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
26
日
（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。

場
所

市
民
総
合
福
祉
会
館
２
階

第
１
・
第
２
研
修
室
。

内
容

各
団
体
の
紹
介
お
よ
び
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
。

参
加
費

１
人
５
０
０
円（
ド
リ
ン

ク
・
ケ
ー
キ
代
／
当
日
徴
収
）。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で「
木
更
津
市
女
性
団
体

交
流
集
会
希
望
」と
記
入
し
、
団

体
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
１
月
16
日（
必

着
）ま
で
に
潮
見
１
―
１
市
役
所

女
性
・
国
際
施
策
班
F
A
X
22

―
４
３
５
７
へ
。
た
だ
し
、
１
団

体
３
人
以
内
と
し
ま
す
。

聞
き
書
き
「
木
更
津
の
女
た
ち
」

た
け
し
ま
出
版
刊
　
木
更
津
女

性
史
研
究
会
・
島し

ま

利
栄
子

り

え

こ

著

八
千
代
市
在
住
の
女
性
史
研

究
家
島
利
栄
子
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
木
更
津
女
性
史
研
究
会

の
７
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
聞

き
書
き
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
激
動
の
戦
前
、
戦
後
を
生

き
抜
い
た
木
更
津
の
女
性
た
ち

28
人
の
歴
史
が
貴
重
な
写
真
と

と
も
に
、
わ
か
り
や
す
い
文
章

か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
市
内

の
各
書
店
に
て
現
在
、
発
売
中

で
す
。

経験あり 

経験なし 

不　明 

25.7％ 

71.4％ 

2.9％ 

しばしばあった 時々あった まれにあった 
0 20 40 60 80 ％ 

性的な冗談、からか
いや質問をされた 

 

身体に触られた 

 
仕事に関係ない食
事など執拗に交際
を誘われた 
 
ヌード写真などを見
せられたり、不愉快な
視線を送られた 
 
性的関係の誘いを
受けた 
 
性的含みのある手
紙・電話などを受
け取った 
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企業 

女
性
自
身
が 

き
然
と
対
応
す
る 

企
業
が
男
子
社
員
の 

意
識
教
育
を
行
う 

困
っ
た
と
き
相
談
で
き
る
社
内

の
相
談
窓
口
を
設
け
た
り
身
近

な
相
談
相
手
を
配
置
し
て
お
く 

企
業
が
管
理
職
の 

意
識
教
育
を
行
う 

性
的
い
や
が
ら
せ
が
な
い
会
社

を
作
る
こ
と
を
企
業
の
方
針
の

ひ
と
つ
と
し
て
決
め
る 

公
的
機
関
が
性
的
い
や
が
ら
せ

に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
う 

そ
の
他
の
方
策
を
講
じ
る 

特
に
必
要
と
考
え
る
方
策
は

な
い 

不快と感じた経験の態様と頻度

性的いやがらせを少なくするための方策

性に関する不快な経験の有無（過去2年間）

資料出所 （財）21世紀職業財団「女子雇用管理とコミュニケーショ
ン・ギャップに関する調査」（平成4年）。

注 性に関する不快な経験があると答えた人
を100.0％とした割合。
資料出所 （財）21世紀職業財団「女子雇用管
理とコミュニケーション・ギャップに関する
調査」（平成4年）。

資料出所 （財）21世紀職業財団「女子雇用管理と
コミュニケーション・ギャップに関する調査」
（平成4年）。

均
等
法
が
変
わ
り
ま
す
！

木更津市
女性団体
交流集会
ＰＡＲＴ２

開催！

本


